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第３問 

 

Ⅰ 内部エネルギーはU ，体積はV に各状態の添え字をつけて表す。 

操作①は断熱変化なので， 1W ＝ BU － AU ＝ A2
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操作②は定圧変化なので， 2W ＝  CB5
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操作③は断熱変化なので， 3W ＝ DU － CU ＝   A
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  (2) 操作④は定圧変化なので 4W ＝  EDA VVp  ＝  ED TTR   

  (3) 容器Ｙ内の気体が受け取る熱量と容器Ｘ内の気体が渡す熱量は等しい。Ｙの気体は定積変化をするので， 
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  (2) 求める条件は ET ＞ AT である。Ⅱ(3)の結果より A

2

8

43
T

a
＞ AT   ∴a＞

2

5
 

  (3) 操作①～④での容器Ｘ内の気体の内部エネルギーの変化を XU とおく。 

容器Ｘと容器Ｙ内の気体全体について熱力学の第一法則を考えれば， XU ＋ YU ＝W＋ 2Q  

容器Ｘ内の気体と容器Ｙ内の気体はいずれも１モルの単原子分子理想気体なので XU ＝ YU  
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  (4) 操作①～④を繰り返しても、 DT の値は同じ。したがって漸近する温度は， FT ＝ DT ＝ A
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